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発注者  新庄河川事務所                           

施工者  株式会社 八鍬土建                         

工事名  豊牧地すべり豊牧地区施設整備工事                  

発表者 ○現場代理人 須藤 淳一                      

          主任技術者 五十嵐 正博 

１． はじめに 

本工事は、豊牧地区の地すべり施設等において維持修繕を行う工事です。当該工種の他、維持

修繕に関する多岐にわたる作業を、各施設等で短期的に行うもので工事目的物が当初より全部特

定されているわけではなく必要に応じた処理がされます。今回この工事を通して感じた事を書き

たいと思います。 

２. 工事概要 

   工事名  平成 24 年度 豊牧地すべり豊牧地区施設整備工事 

 工事場所 山形県最上郡大蔵村大字南山地内 

 工期   平成 24 年 7 月 27 日～平成 25 年 3 月 29 日 

 工事内容 河川土工  一式     排水構造物工  一式     法面工  一式 

        地下水排除工  一式   構造物撤去工  一式   応急処理工  一式 

      仮設工   一式 

３. 現場における安全対策について 

   今工事の中で、特に注意したのは前述した応急処理の作業に関してです。比較的少人数で作業

することが多く短期間で終了し、また別の作業箇所・作業内容（写真-1、写真-2）と移っていき

ます。作業箇所が 1 日の内に数箇所に渡り移動し作業を行うこともあれば、次の作業まで数日空

く場合もあります。その為、作業員にしてみると新しい作業になる刺激はあるのですが安全意識

の継続が難しく感じる所がありました。そこで作業員にあらかじめ事前に作業箇所を見せてその

時作業内容を伝え、作業員同士で方法を検討しその結果を持って、監督職員と協議して決定する

ようにしました。そうすることで、自分達で考えた事だという自覚が生まれ作業に対する意識も

上がりました。自然と KY 活動や安全対策にも積極的に取り組むようになりました。また、日々

の作業中にもお互いの協力・意思疎通が良くなっていると感じました。 

            
写真-1 小坂野ふとんかご設置状況     写真-2 滝の沢大橋付近山腹水路破損箇所の補修 
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3・工事における地域住民対策について 

 この工事は地域住民との関わりあいが大きく、住民の理解の下協力がなければ出来ないことが

多いため、常に心がけたことがあります。それは、関係住民と緊密なコミュニケーションをとる

ことです。工事車両を民地に止めさせてもらう、私道を利用させてもらう、資材を仮置きさせて

もらう等理解協力が無ければ出来ません。ですから、どんな小さな作業であっても事前にお知ら

せして住民の方に協力をいただき、又、作業中も丁寧に対応するようにしています。作業員も丁

寧な住民対応をし、きちんとあいさつをするようにしています。代理人・主任技術者だけでなく、

会社全体が同じ姿勢であると思ってもらえるようにしています。 

 又、施工業者が銅山川流域安全協議会を設置し、豊牧地区で毎年ほたる火コンサートが 8 月に

開催されているので、関係者と打合せをし開催時に安全に通行できるように案内看板・照明施設

（写真 3・4）の設置や撤去をおこないました。12 月にはクリスマスがあることから、地元の沼

の台保育所にイルミネーションを飾ったり、作業員がサンタクロースになって子供達にプレゼン

ト（写真 5・6）をあげたりしました。地域住民の方々からも喜んでもらえたものと思います。 

        
写真 3 案内看板               写真 4 照明施設 

               

写真 5 イルミネーション設置          写真 6 子供達との集合写真          

４・まとめ 

 本工事はまだつづきますが、地域的にも冬期間の気候が厳しい場所ではありますが、作業員共々地

域住民とコミュニケーションを図り、様々な情報をいただきそして意思疎通をはかり、気をぬかずに

安全作業に努めたいと思います。 

最後になりますが、これまで施工にあたりご指導して頂いた銅山川砂防出張所の方々、工事に関わ

った方々、地域住民の方々有難うございました。 
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３． 集水井内部への資材搬入時の安全対策について

　集水井内の作業は、既存の老朽化した集水井（φ3500）内に新たなライナープレ

　集水井内部への資材搬入時は、合図の間違いによる資材の落下、作業員への接触

など重大事故が予想されます。クレーンオペレーターと集水井内の合図者に同時通

話型の無線機を装着し、操作ミスによる資材と作業員の接触事故の低減を行った。

①

ート（φ3000）を設置し、その隙間に単粒度砕石を充填しながら組立てるものであ

山腹水路工　1式、地下水排除工　1式

集水井内作業と車両運搬路で実施した安全対策と地域とのコミニュケーションに

・ 工期

・ 工事内容

豊牧地すべり対策工事

山形県最上郡大蔵村大字南山　地内

写真－1  集水井補修着工前

小 坂 野 集 水 井

・ 工事名

排除を目的に集水、排水ボーリングを施工するものです。

２． 工事概要

　本工事は、最上川水系地すべり対策事業の一環として、豊牧地すべり防止区域に

おいて、既設沼内の遮水シートの劣化による浸透防止と既設集水井の補修と地下水

ついて報告します。

平成24年10月12日　～　平成25年　2月　8日

・ 工事場所

る。

地下水遮水工　1式、集水井補修工　1式

写真－2 集水井補修完了

○　監理技術者　　五十嵐　信一

１． はじめに

豊牧地すべり対策工事

　　現場代理人　　地主　　武行発表者

現場で実施した安全対策と地域とのコミニュケーションについて

発注者

施工者

工事名

新庄河川事務所

星川建設株式会社
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写真－3　オペレーター 写真－4 マイク 写真－5 合図者

図－1 図－2

部に仮設の屋根を設置しました。また、作業環境が良くなり、昇降設備にも着雪

しないため入坑時の安全と安心を確保することができました。

集水井内部

写真－6　仮設屋根 写真－7 状 況

て行っていますが、作業中酸素濃度の変化があった場合に確認できない危険性があ

り、外部警報器付の測定器を使用し非常時の警報で危険を瞬時に察知できる体制を

②

③ 　集水井内に入坑する際、酸素濃度測定器で18％以上確認（ＡＭ・ＰＭ）を徹底し

　豪雪地での施工であるため、雪による事故対策が必要です。集水井内に雪塊が、

損傷を与える事故、昇降設備への着雪・凍結による滑落事故防止として集水井上

集水井内

その結果、接触事故も無く、作業がスムーズにできました。

外　　部

集水井上部

いつ落下してくるか分からないため避難することができません。作業員に直撃し

資機材配置
集水井内

※
無線機による
連絡を行う

集水ボーリング L=50m/本 × 4本 = 200.0m

(φ3500)

既設集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

既設集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

既設集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

既設集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

既設排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

断　面　図
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② 　冬期の運搬作業は、原道での交通事故に対し細心の注意を払わなければなりませ

ん。スリップによる歩行者・除雪作業中の方への巻込み事故、降雪や除雪により高

くなった雪壁から不意に住民がでてくることも予想されるため、住民宅入口【Ｔ字

写真－9

写真－8 写真－10

酸素・硫化水素濃度測定 外部警報器

記載した資料を回覧してもらい工事周知と協力をお願いした。

とりました。また、酸素濃度測定器も硫化水素濃度が同時に測定できるものを使用

し、目に見えない危険を作業員が把握する事ができました。

運搬路での安全対策について

が予想され、また、道路幅員も狭く対面通行が困難な箇所であることと冬期間の運

写真－11

　五郎八沼工区は、大型ダンプによる覆土材の運搬があり、地域住民の交通の妨げ

① 　工事着手前に工事運搬路に関わる地区の区長へ運搬経路及び誘導員の配置箇所を

４．

配布した資料

図－3 配置図

搬となるため、地域住民・一般車両の不安を解消する対策が必要であります。
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写真－13 写真－14

路】の3箇所に3名の誘導員を配置し、事前に無線機のテストを兼ねた教育会を実施

実施した誘導員への教育会 誘導員配置

６． おわりに

５．

写真－12

③

しました。

・無災害により工事完成を目指します。

　また、積極的に地域住民の方に声を掛け、工事の進捗状況を報告しコミニュケー

ションを図っています。

沼の台保育園でのクリスマスイベント

　本工事は、これから本格的な冬期施工に入ります。豪雪地域であるため、冬期

写真－15 写真－16 写真－17

災害、路面凍結事故、墜落・転落災害、重機災害防止に最大の努力をし、無事故

　銅山川・角川流域安全対策協議会で、クリスマスの時期になり【沼の台保育所】

でのクリスマス・イルミネーションの設置と点灯式に参加し、サンタクロースに

扮装し子供達に、お菓子を配りました。子供達からプレゼントのお礼として、歌と

　ダンプが一度に連なる事のないようダンプ運転手と無線にて連絡を取り合い、一

般車両の優先、急ブレーキ・急発進の禁止の徹底を指導しました。

絵のプレゼントと保育所の先生から感謝の言葉をいただき大変喜んでもらいました。

地域とのコミニュケーションについて
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当該現場の安全対策と環境対策について

発注者　　新庄河川事務所

施工者　　國井建設株式会社

工事名　　寒河江川流域東ノ沢砂防堰堤工事用道路工事

発表者　　現場代理人　  宮林　重光

１、　　　はじめに

２、　　　工事概要

工事場所 山形県西村山郡西川町久保入間地内

工期 平成２３年８月６日～平成２４年１２月２８日

工事内容

３、　　　現場の留意点

a

b 官民境には、山菜（ミズ、ワラビ等）等が密生している。

ｃ 近接に、神社、墓地がある。

掘削工V=420m3  路体盛土工V=2,500m3  法面整形（切土部）
A=250m2  法面整形（盛土部）A=120m2  鋼製組立網工174m2
工事用道路橋工1式　プレキャストＵ型側溝L=133.8m 管渠工φ
600　L=14.1m 地下排水工 L=111.1m 仮設工1式

　本工事は、寒河江川流域東ノ沢に於ける砂防堰堤建設のための、工事用道路の設置を行うも
のでした。

施工箇所に数ヶ所の取水桝があり、沢水、雨水等を利用されている地元住
民がいる。

　 以上より、関係地元住民から、「沢水が生活用水の何に利用されているのか？」、
神社に関しては、「お祭りの日程等」、墓地に関しては、「墓参りの日程等」を自宅に何
度も訪問して、これまでの経緯を含めながらの聞取りとご理解を得てから、工事を進め
ることにしました。

   環境の変化で育成に問題があると思われる山菜（ミズ）に関しては、地権者から別
の場所に移植（青ミズ）してもらえることで解消いたしました。　　神社のお祭り、墓参り
の日時については、当日作業を中止することにしました。

特に、山菜のミズは、日陰と湿気のある箇所を好む為、今回の施工により、
杉林を伐採すれば、日当たりが良くなり、民地側の山菜（ミズ）が育成しな
い要因がある等、現場を進める上で環境が変化してしまう可能性が十分あ
りました。
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４、　　　泥水対策
　

○

仮運搬路 仮運搬路
杉枝、杉葉敷詰め状況 利用状況（伐木搬出運搬時、次年度工事）

沈殿槽 泥水防止用シート
沈殿槽状況

○

上流部取水桝

   年度を超えるため、次年度の融雪時に泥水が流れると思われましたので、沈殿槽と
伐木した杉枝、葉を仮運搬路に敷詰め、杉枝、杉葉に泥を付着させ、泥水流出防止対
策とし、次年度工事も杉枝、杉葉を敷詰めた仮運搬路を利用し作業しました。

　 結果として、雪解け後に沈殿槽を確認したら、泥水が、仮運搬路から流れてきた形
跡が見あたらなかったため、今回の対策は良好だったと感じられました。

　 沢水から取水桝にて、池に利用している住民の方がいましたので、上流部に取水桝
を設置し、下流部は既設桝に導いて、工事現場からの流出水の影響が無いように、パ
イプφ50を設置しました。

沈殿槽

パイプφ５０
既設桝
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５、　　　官民境の立入り禁止柵及び施工箇所からの落石・土砂流出防止対策

○

６、　　　安全対策　（ダウンザホール工法による削孔土砂の噴出による飛散防止）

○

略　　図

排土

　 結果として、柵の支柱を杉材、ネットもグリーン色ということで、現地に馴染んでいた
と感じられ、民地側への立入り、落石・土砂流出が無かったため、山菜（ミズ）に影響
が無かった。

　 通常のダウンザホール工法による削孔は、孔壁とダウンザホールの隙間から、圧
縮空気により削孔土砂が勢いよく噴出する為、飛散方向が360°の範囲となる為にオ
ペレーター、作業員、近接の神社に飛散する可能性が十分考えられた。

   民地側の杉林の中には、山菜（ミズ）があるため、作業員の立入り、盛土作業による
落石・土砂流出防止対策として、伐木で発生した杉材を利用した杭と、単管パイプによ
り柵をL=120m設置しました。

　 下図のように、アースオーガーにシース管としての鋼管を接続し、鋼管の内部にダ
ウンザホールハンマをセットし、鋼管には、クレーンオペレーターから見て斜め前方に
穴を３段開け、鋼管内部を削孔した土砂が圧縮空気により押し出され、穴から排土す
ることで、オペレーターからの排土状況、飛散する方向を限定する事ができることで、
飛散防止ができました。

アースオーガー

ダウンザホールヘッド

シース鋼管

穴

山菜（ミズ）畑 山菜（ミズ）畑 山菜（ミズ）畑

鋼管共回り防止用リブ
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６、　　　安全対策　（路肩部の事故防止対策）

○

６、　　　おわりに

　 最後に、近接の神社に熊が出没し、神社の軒先を壊した被害がありました。
原因は、「軒先にハチ（ミツバチ？）の巣があったのではないか？」とのことでした。

被害状況　平成２４年８月３日　　（すごいパワーです）

　 安全管理も現場がスムーズに進まないと、事故の要因はかなり高くなると思われま
した。
　 よって、地元住民、地権者の方々とは、常に挨拶を交わし、日頃から「話しやすい現
場代理人」、「話を聞いてくれる現場代理人」を目標にしてきた結果、地権者の方から
もいろいろな話をしてくださり、現場周辺の水利状況、今までの沢水増水状況の経緯
等を知り得ることができ、現場に役に立つ情報を得たと感じています。

   今後も、熊が出没する可能性のある現場は、食べ残しのポイ捨て禁止、ゴミは持ち
帰りとし、ゴミ箱は設置しないようにしていきたいと思います。

　 結果的に土砂噴出方向を限定することができたので容易に排土処理ができ、孔壁
も鋼管にて保護することができてスムーズに杭(H型鋼）を挿入する事ができました。

　 工事用道路の幅員が4.0mの為、場内運搬車がＵターンする際には、路肩の崩壊、
あるいは、路肩からの転落が懸念されました。

　 官民境には、待避所、Ｕターン場所を造成する余裕幅が無く、官民境付近には、立
木が密生しており、民地の借地が困難であったため、 場内運搬車を不整地運搬車
（キャリアダンプ）を採用し、運転席と荷台が回転する仕様としたため、バックする作業
が無くかつ切り返し行為が無いため、走行基面のコネ返しがなくなり安全かつ運搬路
の維持も容易にできました。

　 今回の工事は、地元住民の方からのご理解とご協力がなければスムーズに完成す
ることのできない現場と予想されました。
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環境保全・安全管理工夫の取組

発注者 新庄河川事務所

施工者 渋谷建設株式会社

工事名 月山地すべり志津地区対策工事

発表者 ○ 現場代理人 長 沢 佳 一

１．はじめに

昨今現場では、様々な創意工夫の取組み、現場での効率化及び安全に作業できる為の工夫を行って

きた。今回当現場では、安全と環境に配慮した施工方法と施工管理等の工夫を行い、下記の項目につ

いて実施した。

２．環境に配慮した仮排水の工夫

工 夫 理 由

第一に考えたことは、現場環境をしながらの安全への配慮である。施工場所である月山志津地区は、

希少生物の宝庫ともいえる場所で、様々な動植物が生息しており、環境汚染水質汚染が懸念される。

施工箇所となる山腹水路明暗渠は、実際水が流水している箇所の施工で水替えは必須項目であり、仮

設備に関して考慮し、水替の工夫を実施した。

実 施 項 目

実施したのは、発電機を使用しない排水方法である。一般的には発電機＋水中ポンプでの排水だが、

施工は縦断勾配が十分自然流下に対応できる勾配である。流入する水の処理箇所も、昨年度横ボーリ

ング施工完了箇所(図－１)と、上流部にため池等がある箇所(図－２)とに分かれている。現場では水

タンクを利用し横ボーリングの水を収集、サニーホースを利用した排水計画を立て、施工箇所への水

の流入を防ぐ手段を実施した。

効 果

実際発電機を使用した場合、5kw 程度の発電機を作業時使用しなければならないが、縦断勾配を利

用する排水計画であれば、発電機及び水中ポンプの使用をすることなく仮排水することが可能。その

ため、施工箇所への水の流入を防ぎ、重機施工時の泥水等の流出を極力防止することができる。普段

必要とされる機材を使用しないことで、発電機移動時の吊り荷作業、燃料補給時の重機の転倒、水中

ポンプ設置替時の作業員の負担軽減と、リスクを減らす現場に合った仮排水計画となった。

(仮排水前) (図-1) (仮排水後)
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(図-2)

３．環境配慮桝開口部養生の工夫

工 夫 理 由

山腹水路工には、約 50m に 1 カ所の割合で集水桝が設置されており、深いものでは 1.30m 程のも

のがある。集水桝本体にはグレーチングがセットされている為開口部からの転落はないが、這い出し

部(図-1)にはグレーチングがセットされておらず、人間及び小動物等の転落が予想された。以上の理

由から現場発生品での養生の工夫を行った。

実 施 項 目

山腹水路とは別に、工事の一つに集水井の施工があり、施工ヤード造成時に樹木の伐採が発生し、

伐木材が発生する。今まではほとんどを産業廃棄物として処理してきたが、今回は伐木材を利用して

開口部の養生を行った。実際開口部の養生に使用した間伐材は直径 10cm ～ 15cm 程度の間伐材を

90cm 程度に切断、端部には切込みを入れ、滑止めの工夫をして、這い出し部開口部の養生をして転

落防止の工夫を行った。

効 果

這い出し部開口部の養生をグレーチングでした場合、かなりの金額になる。又、見た目にも集水桝

全(34 箇所）の這い出し部にグレーチングをした場合、志津地区の環境には適さない。現場で発生し

た伐木材を利用することにより、環境に優しく安全面でも開口部の養生を行えることから、現場環境

に適した一石二鳥の効果が得られた。

（伐木材加工状況） (設置状況）
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４．太陽光パネル利用及び情報伝達手段ついて

工 夫 理 由

商用電力を引き込むには、600m 近く配線を引込まなくてはならない。急勾配であり配電設備の設

置は不安全作業を伴う。そのため経済的にも合理的ではない。発電機を使用した場合、今回のテーマ

である環境保全の観点から見てもそぐわない。さらに現場管理と発注者との連絡体制の確立を整える

ため、下記の項目を実施し検証を行った。

実 施 項 目

一つ目が太陽光パネルを利用した電力の確保である。現在では一般的に太陽光パネルを手頃な値段

で入手することが可能である。能力的には 130w の太陽光パネルを 1 枚セットし、バッテリーに充電

することで電力を供給できる。バッテリーの容量が空になったとしても、バックアップ電源を利用す

ると 30 分程度パソコンの起動ができる。二つ目が発注者との連絡体制の確立である。これも高速通

信サービス(Wi-Fi)を利用することで、メール等の受取りや、ASP 対照の工事である当現場は、常に

作業現場から発注者へ ASP を起案することが可能である。工事全般にいえることだが、天気の情報

も常に最新の情報を得る手段をとり、現場作業に役立てた。

効 果

太陽光パネルの利用は、当然太陽が出なければ充電能力は落ちる。しかしまったく充電をしない

わけではなく、わずかながら充電はしている。太陽光が十分確保されると、パソコン、モニター及び

RED を利用した電球は一日中操作や使用が可能だった。発注者の連絡、ASP 起案作業も常にタイム

リーに行えるため、工程上の不具合、施工上の管理、発注者との連絡も支障なく行えた。設置場所ま

での仮設電源設備設置に伴う事故防止や、照明設備設置による安全通路確保ができ、移動がなくなる

ための交通事故事故の軽減など、労災事故抑止につながる仮設備であった。太陽電力供給による環境

保全の効果並びに、高速通信サービス利用による工程、連絡体制の確立と安全作業が行えた。

太陽光パネル・高速通信サービス利用状況
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５．環境パトロールの実施(現場内動植物の保護）

工 夫 理 由

施工箇所では、豊かな自然の恵みをあらゆる所で見ることができる。作業を行う上で少しでも環境

の保全に努めたいと思い、月一回の安全訓練において、現場内に迷い込んでいる動植物の保護を目的

とした環境パトロールを取入れ実施計画を行った。

実 施 項 目

パトロールでは、工事用道路造成箇所にオタマジャクシを発見、保護し、沼に放流した。又、集水

井戸施工箇所にミズバショウがあり、集水井戸脇の常時水のある水たまりに移植。さらに、工事用道

路側溝に迷い込んだ蛙の救出、山腹水路集水桝に迷い込んだヘビの救出等を行うことができた。

効 果

環境保全の一環として、環境パトロールは大変良かったと思う。もし環境パトロールを実施しなけ

れば、その時点で発見されたはずの動植物がその現場から消える運命にあったはずだ。これからも環

境保全の観点から、作業員一人一人の自然を守るという自覚を大切にしていきたい。

コンクリート舗装・山腹水路 完成写真

６．おわりに

今回の現場では、安全と環境に配慮した施工、仮設備の工夫を行うことにより、労災事故軽減、月

山志津地区の環境保全にも役立つ対策を行うことができた。結果ちょっとした工夫を行うことにより、

安全と環境を両立させる仕事ができ、今までとは違った達成感が得られた感じがする。
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